
問い合わせ先

国土交通省　水災害に関する防災・減災対策本部

防災行動計画ワーキンググループ事務局

水管理・国土保全局防災課　TEL 03-5253-8457

○ 防災行動計画の策定・活用指針の作成

○ 首都圏等におけるリーディング・プロジェクトの実施

国土交通省のタイムライン（防災行動計画）推進支援

　国土交通省は、以下のような取り組みを通じ、タイムライン（防災行動計画）の策定・

実践を推進します。

タイムライン（防災行動計画）を活用した実践へ

　大規模水災害の発災前から各主体が迅速で的確な対応をとるためには、いつ、だれが、どのように、何

をするかをあらかじめ明確にしておくとともに、それぞれ他の主体がどのような対応をとるのかを把握し

ておくことが必要となることから、平時から各主体協働による、タイムライン（防災行動計画）を活用し

た取組みを行うことが重要となります。

計画

訓練

確認

改善

住民、企業、自治体、政府等の全ての主体が

タイムライン（防災行動計画）を策定

タイムライン（防災行動計画）を活用した防災訓練を合同で実施し、

各主体間の情報や対応を共有

実践
タイムライン（防災行動計画）をチェックリストとして、

対応行動を実行

連携
タイムライン（防災行動計画）に基づき各主体の連携を図り、

防災・減災効果を増大

タイムライン（防災行動計画）で策定した

自ら行うべき防災対応を確認

各主体での検証に基づき、
タイムライン（防災行動計画）を見直し・修正

検証
各主体で防災対応を事後に検証・協議を実施し、

対応やタイムライン（防災行動計画）の課題等を抽出
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大規模水災害に備えた

タイムライン（防災行動計画）の策定に向けて

事前に協議した対応を発災時に活用事前に協議した対応を発災時に活用

住民、企業、自治体、政府等の全ての主体が、事前に協議し策定した

時間軸をあわせたタイムライン（防災行動計画）に沿って対応を！！

ゼロメートル地帯を抱える
大都市圏の災害脆弱性の増大

東京湾岸の高潮による浸水（想定）

荒川堤防決壊による洪水氾濫（想定）

近年の水災害の激化・頻発化

平成１２年９月の東海豪雨（名古屋市）

平成２５年８月の台風１８号（京都市）

　近年、気候変動等の影響で日本全国で水災害が激化・頻発化しているとともに、大都市における地下空間の拡

大等、都市構造の大きな変化やゼロメール地帯への人口・産業の集積化等が進んでいることから、大都市をはじ

めとする全国各地で、大規模水災害が発生する可能性が高まっています。

　今後、大規模水災害が発生することを前提として、平常時から地方自治体や関係機関等が共通の時間軸（タイ

ムライン）に沿った具体的な対応を協議し、防災行動計画を策定し、災害時にはそれを実践していくことが極め

て重要となります。

大規模水災害発生リスクの増加大規模水災害発生リスクの増加
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※タイムラインに関わる関係機関、防災行動は多岐にわたりますが、本イメージ図は国土交通省の対応や広域避難と交通サービスに着目して整理したものであり、時間軸の設定、対応の

　実施などにあたっては、今後の検討、調整が必要になります。また、赤字は特に対応強化の必要と考えられる項目です。

台風

台風の発生台風の発生

台風の上陸の
可能性
台風の上陸の
可能性

台風の接近台風の接近

台風の上陸台風の上陸

住民

○自宅保全

○防災グッズ準備

○広域避難開始

○要配慮者避難開始

○広域避難完了

○避難開始

○避難完了

○最終的な危険回避行動

○避難継続／帰宅

○避難終了

広域避難に要する

リードタイム

広域避難に要する

リードタイム

○水防活動の実施

市町村

○広域避難の体制確認・調整

○避難方針の発表

○避難所の開設

○避難指示・勧告の発表

○広域避難者の誘導・受入

○リエゾン・ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの受入

○水防団の待機
○避難所の運営

○支援の要請

○水防活動一部終了

○水防活動全体終了

○避難指示・勧告の継続／

　一部解除

○河川・海岸・道路の巡視

○避難遅延者の対応準備

○避難遅延者の対応

○警察・消防・消防団（水防団）等の

　避難支援者の危険個所からの退避

○運行停止手順の確認

交通サービス

○交通サービス運行停止予告

○運行見通しの公表

○運行見通しの公表

○被害状況の把握・施設点検

○排水開始

○排水全体終了

○運行全体再開

○運行状況の公表

○排水一部終了

○運行一部再開

○施設浸水防止対策の実施

○運行停止手順の公表

○運行停止準備の開始

○運行停止

○施設保全・退避終了

○災害対策本部の設置

○連絡体制・通信システムの確認

○リエゾン・ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの体制確認・待機

○協力機関の体制確認

○施設（ダム・水門・排水機場等）の操作確認

○資機材の調達（災害協力建設業者等）

○緊急避難路の指示・発動

○交通サービス事業者事前対応計画の発動確認

○ダム事前放流の指示・確認

○船舶への避難に関する勧告等

○入港の制限、停泊中船舶の移動命令等の規制

○船舶等に対する警報等の伝達・周知

○リエゾンの派遣・ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの出動

　（被害状況調査の支援）

○被害状況の把握・施設等点検の実施

○調査・点検結果、通行規制状況の公表

○ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの出動（早期復旧の支援）

○緊急輸送路・輸送船（救助、物資輸送等）の確保

○交通サービス運行状況の把握・公表

○被災宅地の危険度判定

○応急仮設住宅の供給

○河川・海岸・道路・砂防等の巡視

○ＣＣＴＶ監視の強化

○道路通行規制（強風等による規制）の実施

○ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの出動（被害拡大防止の支援）

○市町村長へ事態逼迫状況の伝達

○施設操作員の危険箇所

　からの退避

○救助・救急活動の実施

○通信の確保

○ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの活動（道路啓開）

○JMA－MOT の活動（気象機動調査の実施）

○リエゾン・ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの帰還

○ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの活動（排水）

○台風予報

○大雨警報・洪水警報

○大雨・暴風・高潮・波浪

　特別警報

○土砂災害警戒情報

○はん濫発生情報

　（はん濫水の予測）

○警報の継続 /解除

○はん濫危険情報

　（はん濫危険水位）

○はん濫警戒情報

　（はん濫警戒水位）

○台風に関する記者会見

○台風に関する記者会見

○台風に関する記者会見

　（特別警報発表の可能性）
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広域避難の可能

性を早めに周知　point

！

運行停止の可能

性を早めに周知　point

！

事前の協定に基づき、

緊急避難路・運行停止　point

！

○警察 消防 消防団

了 　　浸水しても早期復旧・再
　　開が可能なように運行停
　　止、施設の保全・退避　

point

！

○

救助・物資輸送

の早期展開　point

！

災害対応体制を早

期構築し、要員・

資機材を配備

point

！

迅速な災害対応

支援の実施　point

！

広域避難開始

早期に広域避難

を開始　point

！

避難完了

台風上陸前に避難

を完了　point

！

高波高波

強風強風

大雨大雨

暴風暴風

高潮高潮

洪水洪水

土砂災害土砂災害

大規模水災害
の発生
大規模水災害
の発生

起こり得る

自然現象

起こり得る

自然現象

大規模水災害に関するタイムライン（防災行動計画）の流れ

　　　


